
岩手県社会福祉事業団　機関紙

主な内容
理事長あいさつ…………………………… P1
令和８年度新採用職員辞令交付式……P2、3
新採用職員研修
副理事長就任あいさつ…………………… P4
新任事務局次長紹介
経営理念・経営基本方針

※上の白点は、題字と同じ内容を点字で表したものです。

　『日本で一番美しい県は岩手県である』という本が話題になっています。著者の三浦英之さんは、「世界でここを超え
るような美しい場所を知りません」と述べています。
　岩手には、たくさんの良いところ、日本一のものがあります。「自然が豊か」「食べものが美味しい」は、世界中の誰
もが認めるところですが、岩手県は、全国で最多の 20 の県立病院を有しており、独自の医療ネットワークを構築して
います。
　加えて、「人のやさしさ」や「他人を思いやる気持ち」は、他県に自慢できる岩手県民の特性です。そのことが、岩
手県が「障がいのある人もない人も互いに支え合う共生社会」を作り上げてきた根底にあるのだと思います。
　菅江真澄は、岩手の農民のこころの温かさを『菅江真澄遊覧記』の中で書きとめています。
＝「けふのせば布」天明 5（1785）年 9月 6日　岩手県一戸町小澤＝
　「小澤に一夜の宿を求めた。屋の主の女、「米が一粒も無いので宿はお断りする。」とのこと。「一夜ぐらい食べなくて
もよいから、遠く疲れた足だけでも休めたい。」と懇願すれば、「さらば、、」と泊めてくれた。だが、粟の飯に塩漬けの
桃の実を添えて出してくれた。彼らは粟の飯のみであった。」
　二百数十年後の私たちも互いに協力して、全ての人が相互に人格と個性を尊重し合いながら、共に生きる豊かな社会
の実現に貢献していきましょう。
　そのためにも、職員の皆さんには、優しい心、高い専門性、強い責任感を持ち、向上発展しながら、目の前にある身
近な問題をひとつずつ解決していく努力をお願いします。
　「岩手の人沈深牛の如し。（中略）地を往きて走らず、企てて草卒ならず、つひにその成すべきを成す。」（高村光太郎
『岩手の人』） 理事長 八重樫 幸治
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